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森林から利用までの知識、経験、
課題を体系的に学べました

これまでの疑問が解決し、
森・木材・暮らしの関係を人に説明できる
ようになりました

他の業界とのコミュニケーション
手法が得られました

会社では得られない
異業種の知識、繋がりが得られました

森林から木材製造流通・木材利用まで
基礎的な知識を身に着けたい方

森づくりと木材利用の関係について
説明できるようになりたい方

木材の品質管理や価格構成について
理解したい方

持続的な地域の森づくりについて
学びたい方

森づくりや木の建築に関連する
異業種ネットワークを手に入れたい方
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募集要項・参加申込 ▲
木材コーディネート基礎講座事務局 NPO法人サウンドウッズ  大阪事務所

メール. wc@soundwoods.net　Tel. 06-6360-4465大阪市中央区内平野町2-1-2アイエスビル5A　
木材コーディネート
基礎講座2025

森とまちをつなぎ「木の暮らしづくりと森づくり」の実績を積んでください。
プロジェクトの立ち上げや連携を、事務局がサポートします。

STEP４ 木材コーディネートのノウハウを仕事で実践

具体的なプロジェクト実績が認められれば、認定木材コーディネーターの資格取得。
基礎講座や講演依頼で、後進の育成にもご参加いただきます。

認定木材コーディネーターとしてさらなる信頼獲得STEP５

基礎講座の構成や内容を解説。さらに初回講義「木材コーディネー
ト概論」を無料公開。ぜひ講座受講を体験してください。  

オンライン説明会・模擬講義（無料）▶▶▶ 参加申込
14:00-17:00 2025. STEP1

まず、無料説明会
にご参加ください

ご興味のある方は…

募集要項にて充実した講座内容をぜひご覧ください。
熱意を記載して受講をお申込みください。

木材コーディネート基礎講座2025  参加申込 
募集期間 2025. STEP２ 

申し込み開始

木材コーディネート
基礎講座 2025

2025. 9/17～ 2026. 2/7の約半年間の基礎講座をすべて受講して修了し、
准木材コーディネーター試験をクリアすれば、ついに木材コーディネーターです。

基礎講座受講→修了・准木材コーディネーター試験STEP３

7/19土

7/19土 ～ 8/8金
木材コーディネーター 検索

豊かな森の恵みをまちで活かし、未来の森づくりを支える
soundwoodsの活動の根幹を担う「木材コーディネート基
礎講座」は、今年度で15期を迎えます。これまでに230名
以上が受講し、修了者は190名を超える全国唯一の講座で
す。美しい森と魅力ある木のまち、そして木のある暮らし
を未来につなぎたい仲間が集う基礎講座に、あなたのご参
加をお待ちしています。

NPO法人サウンドウッズ　代表理事　安田 哲也

主
催
者
よ
り

井上 淳治
基礎講座講師 

能口 秀一
基礎講座講師 



林野庁で国有林管理や地方自治体出向を経て、中国地方の
自治体に転職。林務職員として勤務しています。 
木材生産量の多い自治体ですが、産地の特徴を打ち出せて
いないのが現状。市内や隣接自治体の製材所と連携して、
消費者ニーズとつなぐ商品開発を旗印に、木材のブランド
化に取り組んでいます。 
特に、高齢級・高品質の原木に光を当てることで、山元の
資源価値を、森林所有者にしっかり伝えていきたいです。

Qなぜ基礎講座に参加しましたか？
A六次産業化の仕組みづくりのため。
   地域材の木材価値を高める
   製材加工流通と消費者ニーズ発掘の
   方法を学ぶため。 

森を抱える自治体で
専門的キャリアを活かす林務行政マン 

Tさん　国・地方での経験を活かし自治体独自の森をブランド化 

木工所経営のノウハウを活かし
森育・木育を展開

森とまちのつながりを生む
協議会運営に着手

入手可能な木材での
構造設計を目指す

Qなぜ基礎講座に参加しましたか？
A同業の受講生や、他地域の取り組みを
    知ることで、客観的な視点を得るため。

が見えてきた！木材コーディネート
基礎講座を受講したら… 森と木と暮らしをつなぐ仕事

木材コーディネート基礎講座2025 受講者募集

木材商社勤務後、グループ会社である県内の有力製材工場
に勤務。公共建築への納入業務を担当してきました。 
地域の木材を活用した施設整備の機運醸成を県行政ととも
に取り組み、木材供給事業者と建築設計者が連携する協議
会設立に漕ぎつけました。
協議会では、地域の木材活用を担う設計者と木材供給者の
チームを県内各所に配置して、県内全域の需要拡大と供給
者の連携を目指しています。

Yさん　木材流通ネットワークを活かし森と建築をつなぐ

森林林業
分野

木材利用
木育・情報
分野

木材利用
分野

木材
製造流通
分野

Q何が変わりましたか？
A消費者に近い分野で活躍する
    仲間の交流が増えて、 
    自治体のビジョンづくりに
    とても役立っています。 

Qこれからの目標は？
A森のある地方を元気にする、
    森と木材の利用モデルを
    確立したいです。 

Q何が変わりましたか？
A利害関係が生じる協議会
    メンバーが一丸となって目指す
    目標が立てられました。

Qこれからの目標は？
A非住宅建築の需要拡大について、
    公共事業をとりこぼしなく
　 取り組みつつも、県内外の民間事業
　 にも取り組んでいきたいです。 

Qなぜ基礎講座に参加しましたか？
A地域の木材をエンドユーザーに
　届けるために、自分が担える
　役割が知りたかったので。

地元のヒノキを建材加工して工務店に販売しています。
木材コーディネーターと技術士（森林部門）の資格を取得
してからは、エビデンスに基づく木育玩具や木工キット販
売で、木に触れる機会を子どもたちに提供しています。
また、地元特有樹種を使ったアロマオイルやクラフトジン
の開発では、木材コーディネーター仲間から助言も得て、
数々の受賞に結び付きました。
木材コーディネーターの資格を取得したことで、自治体の木
材利用促進、木育事業の講師になる機会も増えています。

Mさん　資格を活かして地域の森と繋がる木育事業を展開

Q何が変わりましたか？
A森林林業と木材業界が抱える
　分野毎の課題についての理解。

Qこれからの目標は？
A次の世代が、木材に触れる
　ことが当たり前の社会となる
　「木育活動」を続けたいです。

Qなぜ基礎講座に参加しましたか？
A地域性に富んだ木材生産の現場を理解するため。
　特に、安定した原木確保をどのように
　見極めればよいか知りたかったので。 

構造設計事務所下積み後、設計事務所を独立開業。住宅か
ら小学校など様々な地域の大小木造建築に関わってきまし
た。 
公共建築に限らず民間施設でも、地域の木材活用に関心を
持つ事業主や意匠設計者が増えています。原木生産、製材
加工、木材流通の仕組みを理解することで、地域の木材を
活かす多様なアイデアを、構造計画に盛り込んでいます。

Sさん　木材調達を理解し空間デザインに活かす 

Q何が変わりましたか？
A様々な専門の受講生に刺激されて、
    木材に対する考えが大きく変わり
    ました。「在るものでつくる」
    発想が新鮮です。 

Qこれからの目標は？
A建築設計者としてデザインを楽しみ
　ながら、地域資源活用を通して、
　環境保全やまちづくりにも関わりたいです。 

木材コーディネート基礎講座事務局 NPO法人サウンドウッズ  大阪事務所
メール. wc@soundwoods.net　Tel. 06-6360-4465大阪市中央区内平野町2-1-2アイエスビル5A　

木材コーディネート
基礎講座2025


